
宮
前
ガ
バ
ナ
ン
ス
８
月
号

災
害
対
応
、
危
機
管
理
の
地
方
分
権
化
を

川
崎
市
議
会
議
員
　
石
田
や
す
ひ
ろ

連載寄稿
　

川
崎
市
は
大
地
震
が
起
き
た

時
、
市
民
を
護
る
た
め
の
行
政

機
能
を
確
保
、
復
旧
す
る
た
め

の
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
迅
速
な

災
害
時
対
応
を
す
る
上
で
、
区

役
所
の
機
能
強
化
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
「
災
害

が
あ
っ
た
時
、
被
害
状
況
や
災

害
復
旧
状
況
を
総
合
的
に
み
て

発
動
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
発
動
の
判
断
は
市

の
災
害
対
策
本
部
長
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
緊
急

時
に
お
い
て
は
、
市
よ
り
も
地

域
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
早

く
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
な
区

に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
区
役
所
版
の
発
動

権
限
を
与
え
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
市
民
に
一
番
身
近
な
区
役

所
だ
か
ら
こ
そ
、
区
災
害
対
策

本
部
長
の
判
断
で
、
区
役
所
職

員
の
初
動
体
制
を
迅
速
に
図
る

こ
と
を
優
先
す
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
被
害
想
定

（
川
崎
直
下
型
地
震
）
で
は
、
死

傷
者
数
は
１
万
９
２
４
０
人
と

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
命
を
救

う
こ
と
や
減
災
の
視
点
か
ら
、

発
災
３
時
間
以
内
の
優
先
業
務

の
遂
行
が
重
要
で
す
。
職
員
行

動
の
３
時
間
以
内
の
目
標
で

は
、
被
災
状
況
の
把
握
、
消
火

・
救
助
・
救
出
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
迅
速
性
を
高
め
る

た
め
「
危
機
管
理
の
地
方
分
権

化
」
を
市
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
。
私
が
聞
く
と
こ

ろ
で
は
若
手
職
員
の
中
に
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
内

容
は
わ
か
ら
な
い
人
が
い
ま
し

た
。
職
員
の
皆
さ
ん
が
こ
の
計

画
自
体
を
理
解
し
て
的
確
に
運

用
が
図
ら
れ
て
初
め
て
目
標
が

達
成
さ
れ
る
の
で
す
。
非
常
時

に
備
え
、
図
上
訓
練
の
実
施
や
、

職
員
に
対
す
る
計
画
の
周
知
徹

底
が
必
要
で
す
。

今
週
の
１
枚

今
週
の
１
枚

今月の１枚今月の１枚

今月、運用が開始される予定
の「浮島太陽光発電所」を視
察しました

石田康博プロフィール

その他 ブログ等は

　川崎市立犬蔵中学校卒業、明治大学大学院
（公共政策修士）修了、国会議員の秘書を経て
1999年28歳初当選。現在4期目。子育て支援
策の強化や区役所機能の強化を推進する。そ
の他、政策を議会で提案し多数実現をしてい
る。議会発言後は、必ず駅頭や広報紙を作成し
その内容について積極的に市政報告を実施。

市議会議員  石田やすひろ


